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　ま　え　が　き
　最近のインチ材の輪出状況は数量，価格の点とも余
り芳しくないと聞いている。加うるに原木の質的低下
に伴い，製材の歩止り，特に価値歩止りの低下はまぬ
がれない。一面人件費，諸物価の値上りに伴い製造コ
ストの高騰は避けられない。生産者が夫々生産の合理
化に努力せねばならないことは当然であるが，免角景
気が下向きの時は販売面で足並みが乱れ，それが業界
全般に波及し，お互いに経営を苦しめるものである。
この点金融の円滑化，販売価格の統制等の意味も含め
て昨年発足した，道輸出インチ材生産協同組合，なら
びにその連合会の活躍が期待される。インチ材の大宗
は何んと言ってもナラであるが，インチ材適木のその
比率は逐次減少しており，生産工場は所謂，〝原木高
の製品安〝  に苦しんでいる。ここに製品の価値歩止
り，製造経費より割り出した，インチ材原木としての
合理的な評価の必要性が生まれてくるのであって，以
上の目的からナラ・インチ材の木取り試験を実施し
た。然し供試材の数量が不十分であったため，この結
果を以て直ちに，全般的結論を下すのは危険である
が，凡その傾向を示す資料として活用されれば幸いで
ある。供試材は美深，遠別産のナラで冬山造材された
ものを昭和37．10試験に供した。

　試　験　方　法

  １．供　試　材

　供試原木は第１表に示す通りであるが，径級別，品

等別に分類した本数は入手の事情もあって均等には行

かなかった。

また広葉樹の

場合，工場に

入る丸太の長

さは2.0ｍ以

上から4.0ｍ

前後の広範囲

にまたがって

いるのが実情

で，本試験で

は供試材の数

量的制約もあ

って規格寸法で言う3.0ｍの長さのものに統一した｡

　２．大割作業時の木取り基準
　丸太の木取り方法はその形質により，丸挽き，枠挽
き，廻挽き或は樹心割り等があるが，インチ材を主体
に考えた丸太の製材に当っては，特に慎重に欠点の少
い良材面より挽き始め，挽材面に表われた欠点を観察
し乍ら最も有利に木取りすることが必要である。上記
の点を念頭におき，鋸断方向は次の基準に従った。
　（1）曲り材は最大曲り縦断面を挽面とする。
　（2）節およびそれに準ずる欠点が最大欠点となる
ような原木については，その節に直角な面を挽面とす
る。
　（3）目廻り，木口割れの場合はその欠点の影響を
少くするため，割れの方向に平行な面を挽面とする。
　（4）木口の偏平な原木では長径方向に平行な面を
挽面とする。
　（5）偏心材は樹心に遠い側から挽材する。
　（6）腐れ，空胴，引抜けの場合はその部分を避け
て無疵の部分から挽材する。腐れ，空胴等は死節，隠
れ節と丸太の内部で連繋していることが多いから，そ
のような欠点の共存する場合は特に注意する。また材
中の欠点程度を見るため，或は柾目木取りの場合は樹
心割りすることもある。
　なお最初の鋸断より生じた背板の形状は厚さ2.2ｃｍ
幅 6.0ｃｍ長さ 50ｃｍ以上の製材が採れない大きさに
限定した。次からの鋸断に当ってはインチ材を主とし
て木取るのであるが，辺材，辺材変色，虫喰い等を除
くまで床板原板（厚さ2.2ｃｍ），或は一般材（厚さ

第１表　供試材の径級，品等別本数材積（ ｍ３ ）

注    （   ）は　本　数
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2.7ｃｍ）の厚さに挽材した。インチ材としては１吋

平板を中心に薄物，厚物等価値の高いものを成る可く

採材するように，欠点の表われ方によって適宜角返し

した。採材種，および採材の優先順位は第２～３表に

示す通りである。

　３．幅ぎめおよび横切り木取りの基準

　大割りされ

た耳付材の墨

付けに当って

は，前項で述

べた如くイン

チ材として価

値の高い幅

広，長尺もの

を優先的に考

えて幅ぎめ，

横切りの墨付

をした。この

場合長さを縮

めて１級品に

するか，その

ままにして，

２級で出す

か，また横切

りして柾目と

するか，その

ままで板目に

するかと言う

ような場合も

あり，インチ

材主体と言っ

ても全般の価

値を判断して

一般材との組

合せを考慮せ

ねばならぬ。

そこでいかな

る組合せによ

るか一応市場

価格より推し

て下記の如き

組合せの順序

とした。

a　インチ材平板
b　インチ材平板とインチ材ストリップス
c　インチ材平板と一般材平板
d　インチ材平板とインチ材パーケ
e　インチ材ストリップスとショート・ストリッ
  プス

第 ２ 表  　木　　取　　り　　寸　　法

　第 3 表　　インチ材の採材順位
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　f　一般材平板とインチ材スト

　　リップス

　g　一般材平板

　h　一般材平板とインチ材パー

　　ケ

　i　インチ材パーケ

　j　一般材平板と小物（1.8m

　　上）

　k　インチ材ストリップスと一

　　般材小物

　l　インチ材パーケと一般材小

　　物

　m　一般材小物

　次に平板２級のものは生産率の割

合に需要率が少ないため，免角滞荷

勝ちである，従ってこの代りに市場

性のあるストリップスを主体にした

木取りを行い，両者の形量，価値歩

止りを比較検討することを試みた。

ただ今回の場合は一度木取りした平

板のうちで２級のものをストリップ

スに再木取りした。

　４．生産価値の検討方法

　形量歩止りよりも終局的には生産

された総価値が問題となる。そこで

昭 37.4－8当時のインチ材輸出価格

より逆算して平板の２級品を基準に

した材種，等級別の価格指数表を仮

定したのが第４表である。  インチ

材、一般材も含めた総価値歩止りの

第４表　製材の材種等級別の価格指数表（仮定）

　＊インチ材2級1インチ厚平板板目を基準とした指数　　平板３級は８７掛けとする　耳付材は７０掛け

　○　生　  　節　   △　隠れ節　　＜ 木口割れ
　◎　腐  れ　節　　（　 目廻り
　　　　　第１図  　丸　太　の　木　取  り
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算出にはこの表に依る。

　試　験　結　果
  １．丸太の木取り図
　丸太を大割した場合の木取り図は
大体第１図に示した５種類に大別出
来る。この場合はインチ材平板を主
要採材目的としたのであるが，丸
挽き，廻し挽きなどの何れの木取り
方式をとるかは丸太の形質即ち丸太
の径級，欠点の種類，程度，存在個
所などによって定まる。
　第５表は木取り方式と径級別によ
る丸太の本数，および欠点の種類別
による頻度数を示したものである。
これらの結果より小径級の場合は
Ａ，Ｂ方式を採用し，径級が大きく
なるにつれＣ，Ｄ，Ｅ方式が採られ
た，１本の丸太に２つ以上の欠点が
重なることもあったが丸太に表われ
た欠点の種類別の頻度数は，木口割
れ,節,腐れ,変色,目まわりの順と
なった。ただ欠点の種類と木取り方
式との間には特別の関係は認められ

ないが， Ｃ方式では木口割れ，腐れ，節が，Ｄ方式

では木口割れ，節の欠点のものが多かった。

　２．  形量歩止り

 （１） 原木径級の影響

　原木径級別にインチ材および一般材の材種別歩止り

を示したのが第６表である。小物を含めてインチ材の

平均歩止りは36％と可成り高い。つぎに径級の影響で

あるが，径級が大きくなるにつれ，インチ材の歩止り

そのうちの平板の歩止りが増大する。一般材を含めた

歩止りの合計も同様である。

 （２） 原木品等の影響

　径級別に品等とインチ材の歩止りの関係を第７表お

よび第２図に示す。各径級ともインチ材の歩止り，特

に平板の歩止り、および一般材を含めた合計歩止り

第５表 　丸太の木取り方式と径級，欠点の種類との関係

第６表　原木径級別歩止り　（％）

第７表 　原木品等別歩止り　（％）
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と，原木品等の関係は顕著であ

る。

　３．インチ材の平均長，およ

　　び平均幅

　インチ材の木取りに当って，

歩止りの点もさること乍ら，平

均材長，平均幅が大きく問題と

される。

（１）原木径級が平均長に及ぼ

　　す影響

　原木の径級とインチ材のうち

特に問題となる，幅広もの（平

板，コフイン）の平均材長との

関係を示したのが 第８表 であ

る。原木の長さが3.0ｍである

ため，全体としての平均長は小

さく 1″の平板で板目 7.1′,柾

目で 7.3′である。全般的にみ

て径級大なるにつれ多少平均長

は増加している，例えば 1″厚
の平板の平均長では １級，２級とも径級大なるにつ

れ 0.1～0.4′長い。

 （２） 原木品等が平均材長に及ぼす影響

　径級別に原木品等と 1″厚平板の平均長の関係を第

９表に示す。これらの結果より原木品等Ⅰ～Ⅱ等がⅢ

等に比し平均長が長いようであるが，Ⅰ等とⅡ等の差

は明らかでない。

 （３） 原木径級が平均材幅に及ぼす影響

　原木径級と平板,コフインの平均材幅の関係を第10

表に示す。これらの結果より平板の平均幅は厚さによ

ってちがうが,1″厚で板目 7.2″､柾目 6.2″で可成り

狭い。これを原木径級との関係でみるに余り明らかで

ないが，板目の場合僅か乍ら径級大なるほど平均材巾

が大きい。

 （４） 原木品等が平均材幅に及ぼす影響

　第11表は原木品等別の１厚平板の平均巾を示した

ものであるが，何れの径級も原木品等と平均幅の関係

は明らかでない。

　４．  価値歩止り

 （１） 原木径扱が価値歩止りに及ぼす影響

　原木径級と価値歩止りの関係を第12表に示す。ここ

で諾う価値歩止りとは，形量歩止りに第４表の価格指

数を乗じたものである。従って価値歩止りの数値に基

準価格である平板，1″厚，２級，板目の単価を乗ず

れば単位原木材積当りの生産価値となる。第12表によ

れば，径級が増大するにつれ，インチ材，および一般

材を含めた価値歩止りは増加する。

 （２） 原木品等が価値歩止りに及ぼす影響

　原木径級別に品等と価値歩止りの関係を第13表に示

したが何れの径級もインチ材，および一般材を含め

   第２図　  原木品等別の形量歩止り

第８表 　原　木　径　級　別　平　均　長　（呎）
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第９表　原木品等別の平均長（平板の1吋厚のもの）（呎）

第10表　原　木　径　級　別　平　均　巾　（吋）

　第11表　　原木品等別平均巾（平板の1吋厚のもの）（吋）

　第12表　原木径級別価値歩止り　（％）た価値歩止りは原木品等に比例す

る。

　５． 原木延べ寸の影響

　農林規格では広葉樹丸太の長さの

単位寸法は 0.2ｍとなっている。本

試験材は規格寸法で 3.0ｍの長さの

物に限ったとは言え実長は 3.05 ～

3.15ｍ の範囲に亘っている。 この

延べ寸が歩止りに影響することは当

然考えられるが，果してどの程度影

響するものかを検討するため，長さ

の単位を 0.1ｍと仮定して，端数を

切捨て，長さ 3.0 ｍ,3.1ｍ と２区

分し両者の比較を試みた。
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 （１）延べ寸が形量歩止りに及ぼす
　　影響
　第14表および第３図に供試材の長
さを２区分し夫々の形量歩止りを
比較した。 これらの結果より， 径
級、品等何れに於ても長さ 3.0ｍに
比し 3.1ｍの場合総歩止りで 2.0～
4.5％ 高い｡平均して約 3.5％ と予
測通りの結果を示す。とくにインチ
材の歩止りにおいては延べ寸の影響
が比較的明らかで，3.0 ｍ に比し
3.1ｍの場合約 ５～ 10 ％ 高い。ま
たこの傾向は原木の品等上位の場
合，径級大なる場合について著し
い。
 （２）延べ寸がインチ材の平均材長
　　に及ぼす影響
　原木品等，径級別に原木の延寸と
平均材長との関係を第15表に示す。

第13表　原木品等別価値歩止り　（％）

第14表　原木の延べ寸別歩止り　（％）

注：（  ）内はインチ材の歩止り

第15表　原木延べ寸がインチ材の平均材長に及ぼす影響（平板の1吋厚のもの）（呎）
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これらの結果，若干の例外はあるが
一般に平均材長は 3.1ｍの場合が大

きい，特に柾目では例外なく平均材
長に影響し，平均の 1.2′の材長大
となった。
　６．ストリップス木取りと歩止り

　　の関係
　試験方法で述べた平板２級に限っ
て，これをストリップスに再木取り
した。平板２級採材の木取りをＡ，

ストリップス木取りをＢ方式として
両者の形量，価値歩止りを比較す
る。
（１）木取り方式と形量歩止りの関

　　係
　第16表に示した結果によれば，Ａ
方式に比しＢ方式では各径級ともイ
ンチ材の歩止りが 0.16～0.49％ も

低い。
（２）木取り方式と価値歩止りの関
　　係
　第17表は原木径級別に木取り方式

と価値歩止りの関係を示したもので
ある。これらの結果より木取り方式
が価値歩止りに及ぼす影響は形量歩
止りに比し可成り高い。即ちＡ方式

に比しＢ方式では，各径級ともイン
チ材の価値歩止りが 1.6～1.9％ 低
い。

　考　　察
　試験結果から次のことが言える。
 （１）本試験による径級区分(官斫

材の処分に当ってもこのような区分
である）に基く，径級と形量歩止り
の関係は，大体比例的であるが，径
級による開きは総歩止り，インチ材

の歩止り，そのうちの平板の歩止り
の何れも約１％ 前後である。
（２）原木品等が歩止りに及ぼす影
響は，径級の場合に比し，インチ材

の歩止り，特に平板の歩止りに於て
可成り顕著であり，またⅠ～Ⅱ等と
Ⅲ等の差は大きい。
（３）原木の径級，品等と価値歩止
りの関係は形量歩止りの場合に比

　第３図　原木延べ寸別の形量歩止り

第16表　方式別による原木径級別形量歩止り　（％）

第17表　方式別による原木径級別価値歩止り　（％）
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し，可成り顕著で，特に46ｃｍ以上の価値歩止りは
可成り大であった。また品等の影響も径級大なる方が
大きい。
（４） 原木長さが 3.0ｍであったため、径級、品等
に拘らずインチ材の平均材長は一般取引の標準数値で
ある，８呎より 0.8 吋ほど短い。従ってインチ用材
としては丸太の平均長さが特に問題となろう。
（５） 平均材幅と原木径級,品等との関係は余り明ら
かでない。１吋厚の板では一般取引の標準値である平
均幅 ８ 吋に比し可成り狭い結果を示したが，1 1/4～
1 1/2吋では逆に大きい値でありこの点は木取り方法に
よりバランスは取り得よう。
 (６）原木の延べ長さの総歩止りに及ぼす影響は大体
原木材積の関係通りであるが，インチ材の歩止りには
比較的大きな影響を及ぼす。特に原木の品等上位のも
の，径級の大きな場合に於て著しい。
（７）インチ材の平板の２級品は採材せず，ストリッ

プス採材にする方式では、形量・価値歩止りとも明ら

かに低下するが，市場性より言ってストリップス採材

の方が有利かも知れない。但しストリップス採材の場

合はこの他に製造経費の増加も念頭におかねばなら

ぬ。

　以上より径級30ｃｍ以上になれば一応インチ用材の

対象原木と考えられるが、製造経費の問題も更に検討

する必要があろうし、また平均材長，平均幅を云々さ

れる現在の商習慣より推して併合挽立すべき大径木，

長尺材の比率を考慮してゆく必要があろう。また本試

験では特に区別しなかったが，同品等の丸太と言って

も，その品等格付の欠点因子による違い，例えば節と

腐れ，変色の製材歩止りに及ぼす影響の差はインチ製

材の場合可成り大きいものと思われよう。また延べ寸

のインチ材の歩止りに及ぼす影響も看過出来ないよう

である。

　　　参　考　資　料
　　インチ材の採材に当り多少木取り寸法を異にした２工場の試験挽き結果を参考までに示す。

　 供試材は当所土場の原木から約280ｍ３を形質的にほぼ２等分してＡ，Ｂ ２工場に当てがった。なお原木の長さは

   1.8～4.0ｍに亘った。

　附１表　　工場製品材種別歩止り（吋材）

　工場製品材種別歩止り（一般材）



ナラ，インチ材の木取り試験

　附2表　工場の原木径級・品等別材積割合（％）

　附3表　工場別価値歩止り　（％）

附4表　　工場材種別平均長　（呎）



　附5表　工 場 材 種 別 平 均 幅 　（吋）

　附6表　工場の吋材木取寸法の差違

－林指製材試験工場－

ナ ラ 、 イ ン チ 材 の 木 取 り 試 験


